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二
〇
〇
九
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡（
イ
ス
ラ
エ
ル
）に
お
け
る
発
掘
調
査

杉

本

智

俊

間

舎

裕

生

一
、
は
じ
め
に

慶
應
義
塾
大
学
イ
ス
ラ
エ
ル
考
古
学
調
査
団
（
団
長

杉
本
智

俊
）
は
、
二
〇
〇
九
年
八
月
三
日
か
ら
二
八
日
ま
で
、
イ
ス
ラ
エ

ル
国
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
に
お
い
て
考
古
学
的
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。

本
報
告
は
、
慶
應
義
塾
大
学
次
世
代
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
プ
ロ
グ

ラ
ム
及
び
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
に

よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
北
部
の
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
東

岸
に
位
置
す
る
遺
跡
で
あ
る
（
図
１
）。
現
在
遺
跡
は
キ
ブ
ツ
・

エ
ン
・
ゲ
ヴ
の
中
に
存
在
す
る
。
遺
跡
の
最
頂
部
は
周
囲
よ
り
も

五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
隆
起
し
て
お
り
、
平
ら
な
テ
ル
を
形
成
し
て
い

る
。
テ
ル
は
南
北
約
二
四
〇
メ
ー
ト
ル
、
東
西
約
一
二
〇
メ
ー
ト

ル
あ
り
、
こ
の
地
域
の
鉄
器
時
代
の
遺
跡
と
し
て
は
比
較
的
大
規

模
な
も
の
で
あ
る
（
１
）
。
遺
跡
は
北
部
が
一
段
高
く
な
っ
て
お
り
、
後

述
す
る
よ
う
に
そ
の
部
分
が
「
上
の
町
」
を
形
成
し
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
の
位
置
す
る
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
東
岸
地
域
は
、
ヘ

ブ
ル
語
聖
書
で
「
ゲ
シ
ュ
ル
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
旧
約
聖
書
サ

ム
エ
ル
記
下
三
・
三
に
よ
る
と
、
イ
ス
ラ
エ
ル
統
一
王
国
初
代
の

王
ダ
ビ
デ
は
ゲ
シ
ュ
ル
王
の
娘
と
結
婚
し
、
ア
ブ
シ
ャ
ロ
ム
と
い

う
息
子
を
得
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ア
ブ
シ
ャ
ロ
ム
は
、

後
に
父
ダ
ビ
デ
に
反
乱
を
起
こ
し
て
い
る
（
サ
ム
エ
ル
記
下
一
三

―
一
九
章
）。
そ
の
後
、
こ
の
地
で
は
ア
ラ
ム
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の

間
に
数
度
の
戦
い
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
（
列
王
記

上
二
〇
章
お
よ
び
列
王
記
下
一
三
章
）、
そ
の
際
ア
ラ
ム
軍
の
拠

二
〇
〇
九
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡（
イ
ス
ラ
エ
ル
）に
お
け
る
発
掘
調
査

八
七
（
八
七
）



点
と
な
っ
た
ア
フ
ェ
ク
と
い
う
城
壁
の
あ
る
町
が
エ
ン
・
ゲ
ヴ
で

あ
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
２
）
。
し
た
が
っ
て
、
エ
ン
・
ゲ
ヴ

遺
跡
の
発
掘
は
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
と
近
隣
諸
国
と
の
関
係

を
知
る
上
で
鍵
と
な
る
調
査
で
あ
る
。

二
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
と
二
〇
〇
九
年
度
の
調
査

エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
、
ま
ず
一
九
六
一
年
に
Ｂ
・

マ
ザ
ー
ル
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
（M

azar
et

al.
1964

）。
こ

の
際
に
は
、
テ
ル
の
西
側
と
南
側
の
縁
に
沿
っ
て
五
つ
の
試
掘
溝

（
Ａ
〜
Ｅ
地
区
）
が
設
け
ら
れ
た
。
こ
の
調
査
は
わ
ず
か
一
一
日

間
し
か
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
鉄
器
時
代
の
町
は

周
囲
を
城
壁
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

ま
た
、
上
の
町
で
は
鉄
器
時
代
だ
け
で
四
層
、
下
の
町
で
は
五
層

が
確
認
さ
れ
、
暫
定
的
な
編
年
案
も
示
さ
れ
て
い
る
。
第
�
層
か

ら
は
ア
ラ
ム
語
の
銘
文
の
刻
ま
れ
た
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
遅

く
と
も
こ
の
時
期
ま
で
に
こ
こ
に
ア
ラ
ム
人
が
居
住
し
て
い
た
可

能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
は
、
日
本
の
複
数
の
大
学

（
天
理
大
学
、
立
教
大
学
、
東
京
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
な
ど
）

の
協
力
に
よ
る
発
掘
調
査
が
十
季
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
（
月
本

他

二
〇
〇
九
参
照
）。
調
査
区
は
、
よ
り
広
い
範
囲
を
発
掘
す

図１ エン・ゲヴ遺跡の位置
（月本他２００９ 図１．３）
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る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
、
上
の
町
の
北
東
部
に
集
中
的
に
設
け
ら

れ
た
（
Ｆ
地
区
）。
こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
テ
ル
の
東
側
を
直
線

状
に
南
北
に
走
る
ケ
ー
ス
メ
ー
ト
式
城
壁
と
列
柱
式
建
物
の
存
在

が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
図
２
）。
列
柱
式
建
物
は
倉
庫
等
交
易
と

関
係
す
る
公
共
建
造
物
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
３
）
。

こ
れ
ら
の
調
査
は
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
東
岸
地
域
の
歴
史
解
明
に
貴
重

な
資
料
を
提
供
し
て
き
た
が
、
ま
だ
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
。
マ

ザ
ー
ル
ら
の
調
査
で
は
鉄
器
時
代
の
城
壁
の
存
在
は
明
ら
か
に
な

っ
た
も
の
の
、
極
め
て
限
定
さ
れ
た
調
査
区
を
短
期
間
調
査
し
た

に
す
ぎ
ず
、
古
代
の
エ
ン
・
ゲ
ヴ
の
全
体
像
を
把
握
で
き
る
も
の

と
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
確
認
さ
れ
た
五
つ
の
層
位
を
歴
史
編

年
や
旧
約
聖
書
の
記
述
に
単
純
に
結
び
つ
け
て
い
る
た
め
、
慎
重

に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
（
４
）
。
日
本
の
合
同
調
査
隊
に
関
し
て
は
、

広
範
な
地
区
を
調
査
し
大
規
模
な
建
物
が
出
土
し
て
い
る
が
、
お

そ
ら
く
こ
れ
ら
は
産
業
施
設
で
あ
り
、
町
の
性
格
を
よ
り
顕
著
に

示
す
城
門
や
宮
殿
、
神
殿
な
ど
の
遺
構
は
出
土
し
て
い
な
い
。
ケ

ー
ス
メ
ー
ト
式
城
壁
に
関
し
て
も
、
そ
れ
が
テ
ル
北
部
の
一
段
高

く
な
っ
た
部
分
を
囲
み
「
上
の
町
」
を
形
成
す
る
の
か
、
そ
れ
と

も
南
に
延
び
て
テ
ル
全
体
を
囲
む
の
か
は
わ
か
っ
て
い
な
い
。
場

合
に
よ
っ
て
は
、「
上
の
町
」
の
壁
の
外
側
に
さ
ら
に
外
周
壁
が

あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、
町
全
体
の
構
造
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い

図２ F地区出土の遺構
（月本他２００９ 図２．３）
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な
い
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
二
〇
〇
九
年
度
の
発
掘
調
査
で
は
各
時

代
の
町
の
構
造
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
上
の
町
と
下
の
町

の
境
界
部
と
上
の
町
頂
上
部
に
調
査
区
を
設
定
す
る
こ
と
に
し
た
。

調
査
の
際
に
は
地
形
図
を
新
た
に
作
製
し
、
二
〇
〇
四
年
ま
で
に

日
本
隊
が
使
用
し
て
い
た
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
を
調
整
し
て
用

い
た
（
図
３
（
５
）
）。

今
年
度
の
調
査
団
の
構
成
は
、

団
長
・
杉
本
智
俊
（
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
）

ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
・
高
井
啓
介
（
慶
應
義
塾
大
学
言
語

文
化
研
究
所
）、
藤
山
龍
造
（
明
治
大
学
）、
高
田
学
（
開

智
学
園
）、
イ
ド
・
ヴ
ァ
ク
テ
ル
（
ヘ
ブ
ル
大
学
修
士
課

程
）

レ
ジ
ス
ト
ラ
ー
・
間
舎
裕
生
（
慶
應
義
塾
大
学
文
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程
）

遺
構
実
測
・
渡
部
展
也
（
中
部
大
学
）、
江
添
誠
（
慶
應
義

塾
大
学
文
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
）

遺
物
実
測
・
高
田
史
穂
（
開
智
学
園
）、
落
合
友
子
（
慶
應

義
塾
大
学
文
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程
卒
業
生
）

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
岡
田
真
弓
（
慶
應
義
塾
大
学
文
学
研
究
科

後
期
博
士
課
程
）

図３ 2009年度発掘
調査区
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で
あ
り
、
こ
の
他
に
地
理
班
と
し
て
松
原
彰
子
（
慶
應
義
塾
大
学

経
済
学
部
）、
渡
部
展
也
（
兼
任
）、
文
献
史
学
班
と
し
て
高
井
啓

介
（
兼
任
）、
遺
跡
保
存
・
公
園
化
立
案
班
と
し
て
松
原
弘
典

（
慶
應
義
塾
大
学
環
境
情
報
学
部
）、
河
合
雄
介
（
慶
應
義
塾
大
学

政
策
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
前
期
博
士
課
程
）、
パ
ブ
リ
ッ
ク
考
古
学

班
と
し
て
岡
田
真
弓
（
兼
任
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
活
動
を
行
っ

た
。
ま
た
イ
ド
・
ヴ
ァ
ク
テ
ル
は
イ
ス
ラ
エ
ル
側
リ
エ
ゾ
ン
、
岡

田
真
弓
は
ス
ー
パ
ー
ヴ
ァ
イ
ザ
ー
の
補
助
も
行
っ
た
。
こ
の
他
、

慶
應
義
塾
大
学
の
在
学
生
、
ヘ
ブ
ル
大
学
の
卒
業
生
を
中
心
に
学

生
ヴ
ォ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
協
力
を
得
、
ド
ゥ
ル
ー
ズ
族
の
労
働

者
に
実
際
の
発
掘
作
業
を
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
。

三
、
Ｇ
地
区

Ｇ
地
区
は
上
の
町
と
下
の
町
の
境
界
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る

ス
ロ
ー
プ
の
上
に
設
定
さ
れ
、
計
六
グ
リ
ッ
ド
で
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
た
。
東
側
部
分
（L/M

�17/18

）
と
西
側
部
分
（J/I
�17/

18

）
で
は
、
大
き
く
様
相
が
異
な
っ
て
い
る
。

ま
ず
東
側
部
分
（
図
４
、
表
１
）
で
は
、L17

グ
リ
ッ
ド
と

M
17

グ
リ
ッ
ド
（
以
下
、
グ
リ
ッ
ド
は
省
略
）
で
東
西
に
走
る

大
き
な
壁
（W

105

＋W
123

）
が
検
出
さ
れ
た
（
写
真
１
（
６
）
）。L17

で
は
地
表
の
下
約
四
〇
セ
ン
チ
か
ら
レ
ン
ガ
質
（
テ
ラ
・
ピ
ゼ
）

写真１ L17で検出された壁

二
〇
〇
九
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡（
イ
ス
ラ
エ
ル
）に
お
け
る
発
掘
調
査

九
一
（
九
一
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図４ G地区東側部分のプラン
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表
１

L/M�
17

ロ
ー
カ
ス
の
相
互
関
係

二
〇
〇
九
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡（
イ
ス
ラ
エ
ル
）に
お
け
る
発
掘
調
査

九
三
（
九
三
）



の
壁
（W

105

）
が
出
土
し
、
そ
の
両
側
に
漆
喰
が
塗
ら
れ
て
い

る
状
態
が
確
認
さ
れ
た
（
７
）
。
ま
た
、
石
積
み
の
基
礎
部
の
最
下
段
は
、

少
な
く
と
も
南
側
で
石
一
列
分
（
約
二
〇
セ
ン
チ
）
テ
ラ
・
ピ
ゼ

の
上
部
構
造
よ
り
も
張
り
出
し
て
造
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。

W
105

の
南
側
で
は
、
四
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
床
も
土
器
も
出
土
し

な
い
層
が
続
い
た
後
（L111,L115

）、
非
常
に
固
く
ぶ
厚
い

（
厚
さ
一
〇
セ
ン
チ
程
度
）
漆
喰
敷
の
床
が
検
出
さ
れ
た
（L

117

）。

東
西
幅
は
約
三
〇
〇
セ
ン
チ
、
南
北
幅
は
南
端
が
グ
リ
ッ
ド
南
面

の
畔
に
入
り
込
ん
で
い
る
た
め
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
少
な

く
と
も
一
五
〇
セ
ン
チ
以
上
あ
っ
た
。
こ
の
漆
喰
は
石
か
と
思
わ

れ
る
ほ
ど
硬
化
し
て
お
り
、
表
面
は
ス
ム
ー
ズ
で
あ
る
。
漆
喰
の

床
と
平
行
し
た
壁
の
間
に
は
約
六
〇
セ
ン
チ
の
土
の
部
分
（L

118

）
が
あ
っ
た
。L118

と
同
質
の
土
は
レ
ン
ガ
の
下
に
も
続
い

て
い
た
が
、
上
面
はL117

及
び
石
積
み
の
基
礎
の
上
面
と
ほ
ぼ

同
じ
レ
ベ
ル
（
マ
イ
ナ
ス
二
〇
〇
・
六
〇
メ
ー
ト
ル
）
な
の
で
、

L117

と
同
一
の
床
面
を
形
成
し
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
な
お
、L117

の
上
層
か
ら
は
復
元
可
能
な
も
の
を
含
む
、

大
量
の
土
器
片
が
出
土
し
て
い
る
（
図
５
）。

ま
た
、L117

の
東
か
ら
は
、W

105

に
接
す
る
よ
う
に
グ
リ

ッ
ド
の
東
面
を
南
北
に
走
る
切
石
の
列
（W

135

）
が
確
認
さ
れ

た
。L117

の
西
か
ら
も
グ
リ
ッ
ド
の
南
西
部
を
南
北
方
向
に
走

り
、W

105

に
取
り
つ
くW

112

が
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
壁
も
漆

喰
で
覆
わ
れ
て
い
る
が
、
石
列
は
一
列
、
一
段
の
み
し
か
残
っ
て

お
ら
ず
、
土
器
等
の
遺
物
も
ほ
と
ん
ど
出
土
し
な
か
っ
た
。
こ
の

た
めW

105

とW
112

と
の
関
係
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
グ
リ
ッ
ド
全
体
を
横
切
る
壁
（W

105

）
の
幅
は
約
一
五

〇
セ
ン
チ
で
あ
り
、
テ
ル
東
端
の
ケ
ー
ス
メ
ー
ト
式
城
壁
の
幅
と

ほ
ぼ
等
し
い
（
桑
原

二
〇
〇
九
、
一
三
）。
二
〇
〇
四
年
ま
で

の
調
査
に
お
い
て
ケ
ー
ス
メ
ー
ト
式
城
壁
の
角
は
未
だ
確
認
で
き

て
お
ら
ず
、
課
題
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
壁
の
存
在
に
よ
っ
て

上
の
町
が
矩
形
に
囲
ま
れ
た
行
政
区
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
ほ

ぼ
確
実
と
な
っ
た
。
南
北
の
壁
と
東
西
の
壁
の
交
点
はR

/S17

グ
リ
ッ
ド
あ
た
り
に
位
置
す
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
南
北
の
壁
が

更
に
南
に
続
い
て
下
の
町
を
囲
っ
て
い
た
の
か
ど
う
か
は
未
だ
不

明
で
あ
る
。
こ
の
点
は
今
後
磁
気
探
査
等
を
用
い
て
明
ら
か
に
す

る
予
定
で
あ
る
。

W
105

の
連
続
と
考
え
ら
れ
る
壁
は
東
隣
のM

17

で
も
検
出

さ
れ
た
（W

123

、
写
真
２
）。
幅
はW

105

と
同
じ
約
一
五
〇
セ

ン
チ
で
あ
る
が
、
グ
リ
ッ
ド
の
中
央
部
が
も
ろ
く
な
っ
て
お
り
、

火
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
壁
の
南
側
（L

122

）
に
溶
け
た
漆
喰
が
平
ら
に
堆
積
し
て
お
り
、M

17

と
同
様

史

学

第
七
九
巻

第
一
・
二
号

九
四
（
九
四
）



の
漆
喰
の
床
が
熱
に
よ
っ
て
形
状
変
化
を
起
こ
し
た
よ
う
に
見
え

る
。
直
上
に
は
灰
や
赤
く
焼
け
た
レ
ン
ガ
が
一
面
に
堆
積
し
て
い

た
。
出
土
し
た
土
器
は
、
鉄
器
時
代
�
Ｂ
期
（
前
八
世
紀
）
の
も

の
で
あ
る
。
後
の
時
代
に
よ
る
居
住
の
跡
が
な
い
こ
と
か
ら
、
こ

れ
は
最
終
的
な
破
壊
の
痕
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

M
17

の
南
のM

18

で
は
、
表
土
の
約
六
〇
セ
ン
チ
下
か
ら
し

っ
か
り
と
し
た
造
り
の
壁
（W

138,W
139,W

140

）
で
囲
ま
れ

た
矩
形
の
建
物
が
検
出
さ
れ
た
（
写
真
３
、
表
２
）。
内
部
は
更

に
細
い
壁
（W

145,W
146

）
に
よ
っ
て
二
つ
の
小
さ
な
部
屋

（L144,L147

）
に
分
割
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
床
は
漆
喰

で
覆
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
グ
リ
ッ
ド
の
南
側
か
ら
も
漆
喰
に
覆

わ
れ
た
細
長
い
遺
構
（W

149,L150,L151

）
が
検
出
さ
れ
た
。

こ
の
遺
構
の
用
途
は
不
明
で
あ
る
が
、
幅
の
狭
さ
と
漆
喰
か
ら
考

え
て
、
液
体
と
関
係
す
る
遺
構
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
建
物
の
年
代
は
、
共
伴
す
る
土
器
か
ら
判
断
す
る
と
ヘ
レ

ニ
ズ
ム
時
代
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述
す
る
Ｈ
地
区
の
遺
構
と
と

も
に
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
エ
ン
・
ゲ
ヴ
に
こ
れ
ま
で
の
調
査
で

確
認
で
き
た
以
上
に
強
固
な
建
物
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
時
代
の
遺
構
は
、
少
な
く
と
も
上
の
町
全
域
に
広
が
っ
て
い

た
可
能
性
が
高
い
（
８
）
。

Ｇ
地
区
西
側
のI17/18

、J17

で
は
、
直
交
す
る
東
西
方
向
の

写真 2 L17とM17を貫通する壁

二
〇
〇
九
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡（
イ
ス
ラ
エ
ル
）に
お
け
る
発
掘
調
査

九
五
（
九
五
）
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］：
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図
5�

1
G
地
区
漆
喰
の
床
上
層
の
土
器（

L111）

備
考

外
側
全
面
に
磨
き

焼
成

普
通

良
好
普
通
良
好
良
好
良
好

普
通

粒
子

最
大

2m
m
大
の
白
色
、
灰
色
粒

子白
色
粒
子

白
色
粒
子

白
色
・
黒
色
粒
子
、
砂
粒

微
細
な
白
色
粒
子

白
色
・
灰
色
粒
子

白
色
・
褐
色
粒
子

胎
土

普
通

極
め
て
密

や
や
粗
い

や
や
粗
い

普
通
普
通

や
や
密

釉
薬

内
側
全
面

2.5Y
R
5/5

色
調

断
面

5Y
R
7/4

7.5Y
R
7/3

10Y
R
7/3

5Y
R
7/6

7.5Y
R
7/4

10Y
R
6/2

外
側

5Y
R
7/4

2.5Y
R
6/6

5Y
R
6/6

5Y
R
6/4

7.5Y
R
7/4

7.5Y
R
6/4

内
側

2.5Y
R
7/4

2.5Y
R
6/4

10Y
R
6/3

5Y
R
7/4

7.5Y
R
7/4

7.5Y
R
6/4

器
種鉢鉢

調
理
鍋

貯
蔵
壺

水
差
し
鉢鉢

バ
ス
ケ
ッ
ト

番
号

1012

1016�
4

1016�
1

1016�
3

1014
1016

1016�
2

ロ
ー
カ
ス

番
号

111

111
111
111
111
111

111

番
号1234567

図
5�

2
レ
ン
ガ
敷
き
上
層
の
土
器（

L114）

備
考

内
側
上
端

5YR4/3
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代

か
ら
の
混
入
？

焼
成

良
好

普
通

良
好

普
通

良
好
普
通
良
好

粒
子

砂
粒
を
多
く
含
む
。

1�
2m

m
大

の
黒
色
灰
色
・
褐
色
・
白
色
の
粒

子
が
多
い

白
色
粒
子

1�
2m

m
大
の
白
色
・
灰
色
粒
子
、

白
色
・
黒
色
の
小
さ
な
粒
子

白
色
粒
子
と
や
や
大
き
め
の
砂
粒

を
多
く
含
む

白
色
粒
子

1m
m
大
の
褐
色
粒
子

白
色
粒
子

胎
土

か
な
り
密

黒
色
の
核
あ
り

（
7.5Y

R
1.7/1）

や
や
密

普
通
や
や
粗
い

普
通

釉
薬

外
面

7.5Y
R
4/4

色
調

断
面

7.5Y
R
7/4

5Y
R
4/6

10Y
R
7/2

2.5Y
R
4/6

5Y
R
6/4

5Y
R
6/4

2.5Y
R
5/8

外
側

5Y
R
7/4

5Y
R
5/4

2.5Y
R
4/6

5Y
R
6/4

5Y
R
7/6

5Y
R
4/2

内
側

5Y
R
7/6

5Y
R
4/6

10Y
R
7/4

5Y
R
4/4

5Y
R
6/4

5Y
R
7/6

2.5Y
R
5/8

器
種鉢鉢鉢

調
理
鍋

貯
蔵
壺

貯
蔵
壺

貯
蔵
壺

バ
ス
ケ
ッ
ト

番
号

1039�
2

1034�
1

1039�
1

1017

1034�
2

1032
1031

ロ
ー
カ
ス

番
号

114

114

114

114

114
114
114

番
号1234567

二
〇
〇
九
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡（
イ
ス
ラ
エ
ル
）に
お
け
る
発
掘
調
査

九
七
（
九
七
）



壁
（W

126

＋W
129

）
と
南
北
方
向
の
壁
（W

128

＋W
154

）
が

検
出
さ
れ
た
（
図
６
）。
こ
れ
ら
の
壁
は
い
ず
れ
も
幅
約
七
〇
セ

ン
チ
で
あ
る
が
、
東
西
の
壁
の
石
組
み
が
三
〜
四
段
程
度
あ
る
の

に
対
し
、
南
北
の
壁
は
一
段
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か

ら
両
者
が
同
じ
時
代
の
一
つ
の
建
物
を
形
成
し
て
い
た
か
ど
う
か

は
わ
か
ら
な
い
。
出
土
土
器
は
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
と
鉄
器
時
代
が

混
在
し
た
も
の
で
あ
り
、
表
土
に
近
い
の
で
、
あ
ま
り
参
考
に
な

ら
な
い
。I17

の
南
東
側
（L130

）
とJ17

の
東
半
分
（L114

）

は
、
現
代
の
大
規
模
な
軍
事
作
業
の
た
め
遺
構
が
破
壊
さ
れ
て
い

る
。I17

のW
126

の
石
は
、
同
じ
壁
の
他
の
部
分
に
比
べ
て
大

き
な
石
（
約
四
〇
セ
ン
チ
×
六
〇
セ
ン
チ
）
を
使
用
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、W

126

は
東
西
方
向
の
壁
の
角
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
撹
乱
部
分
に
は
長
さ
六
〇
セ
ン
チ
程
度
の
大
き
な
石
が
多

数
混
じ
っ
て
お
り
、
地
形
や
遺
跡
内
の
位
置
か
ら
も
、
こ
こ
に
矩

形
の
行
政
区
（
上
の
町
）
に
入
る
門
が
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
、
現
状
で
は
、
こ
れ
以
上
の
解
釈
は
困
難
で
あ
る
。

四
、
Ｈ
地
区
（
表
３
）

Ｈ
地
区
は
遺
跡
内
で
標
高
の
最
も
高
い
地
点
に
設
定
さ
れ
、
三

つ
の
グ
リ
ッ
ド
（C

9,C
10,D

10

）
で
調
査
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

地
区
で
は
大
き
く
三
つ
の
層
が
確
認
で
き
た
の
で
、
層
位
ご
と
に

写真 3 M18で検出されたヘレニズム時代の建築
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表
2

M�
18

ロ
ー
カ
ス
の
相
互
関
係

二
〇
〇
九
年
度
エ
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・
ゲ
ヴ
遺
跡（
イ
ス
ラ
エ
ル
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九
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九
九
）



図 6 G地区西側部分のプラン
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表
3

C
/D�

10
ロ
ー
カ
ス
の
相
互
関
係

二
〇
〇
九
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡（
イ
ス
ラ
エ
ル
）に
お
け
る
発
掘
調
査

一
〇
一
（
一
〇
一
）



報
告
す
る
。

第
Ⅰ
層
（
図
７
）

C
9/10

で
は
、
地
表
下
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
か
ら
大
き
な
建
物
の

角
と
思
わ
れ
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
（W

505,W
516

）。
四
〇
セ

ン
チ
角
ほ
ど
の
大
き
な
石
を
使
用
し
て
い
る
が
、
石
は
一
段
し
か

残
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
に
取
り
つ
く
床
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
こ
の
遺
構
は
共
伴
土
器
か
ら
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
も

の
と
考
え
ら
れ
、
テ
ル
の
北
西
端
に
位
置
す
る
塔
の
よ
う
な
大
型

建
築
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

D
10

に
お
い
て
も
矩
形
の
二
つ
の
壁
（W

508,W
509

）
がW

505

と
ほ
ぼ
同
じ
レ
ベ
ル
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
一
段
の
み
の
石
列

か
ら
成
り
、
取
り
つ
く
床
が
確
認
で
き
な
か
っ
た
点
も
同
様
で
あ

る
。
し
か
し
、
東
西
方
向
の
壁
（W

508

）
は
そ
の
西
端
でW

505

に
よ
っ
て
切
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
が
同
時
代
と
は
考
え
ら

れ
な
い
（
９
）
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
エ
ン
・
ゲ
ヴ
に
は
、
二
つ
以
上
の

層
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

第
Ⅱ
層

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
遺
構
の
下
か
ら
は
、C

10

・D
10

両
グ
リ

ッ
ド
の
ほ
ぼ
全
面
を
覆
う
上
質
の
漆
喰
敷
の
床
（L543,L547

、

図 7 H地区ヘレニズム時代のプラン

史
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写真 4 H地区で検出された漆喰の床 （図 4�1［上］：C10；図 4�2［下］：D10）

二
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〇
九
年
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エ
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ヴ
遺
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イ
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ラ
エ
ル
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）



写真 5 漆喰の床の断面（C10北側）

図８ C10北側の断面図

史
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写
真
４
、
５
、
図
８
）
が
検
出
さ
れ
た
。
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
遺

構
か
ら
こ
の
床
ま
で
の
間
に
は
約
九
〇
セ
ン
チ
の
覆
土
の
層
が
あ

り
、
暗
褐
色
・
明
灰
色
・
明
褐
色
・
明
灰
色
と
土
色
が
変
化
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
後
の
時
代
に
造
ら
れ
た
多
く
の
ピ
ッ
ト
や
墓
に

よ
っ
て
攪
乱
さ
れ
て
い
た
が
、
復
元
可
能
な
土
器
片
も
多
数
出
土

し
て
い
る
。

漆
喰
の
床
は
後
代
の
ピ
ッ
ト
に
よ
っ
て
部
分
的
に
破
壊
さ
れ
て

い
る
も
の
の
、
五
〜
一
〇
セ
ン
チ
の
厚
さ
の
上
質
の
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、C

10

西
側
で
は
、
同
様
の
床
が
二
枚
あ
っ
た
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
（L547,L549

）。
床
の
下
に
は
床
の
基
礎
と
思
わ

れ
る
層
が
約
四
〇
セ
ン
チ
の
厚
さ
で
堆
積
し
て
お
り
、
砂
利
を
大

量
に
含
む
茶
色
の
土
と
薄
い
漆
喰
の
層
が
三
段
交
互
に
重
な
る
よ

う
に
造
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
堆
積
はC

10

の
北
東
角
で
も
っ
と

も
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
（
写
真
６
）。

C
10

か
ら
は
途
中
で
破
壊
さ
れ
た
壁
が
ふ
た
つ
検
出
さ
れ
た
。

南
西
端
に
位
置
す
るW

545

は
先
述
の
床L534

の
直
下
か
ら
出

土
し
た
が
、
わ
ず
か
に
一
メ
ー
ト
ル
四
方
程
度
し
か
残
っ
て
い
な

い
。
北
西
端
に
位
置
す
るW

550

は
上
層
の
漆
喰
の
床
（L

547

）
と
下
層
の
漆
喰
の
床
（L549

）
の
間
に
位
置
す
る
。W

545

同
様
に
残
り
が
悪
く
、
こ
れ
ら
の
壁
の
機
能
を
判
断
す
る
こ
と
は

難
し
い
。
漆
喰
の
床
自
体
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
遺
物
は
出
土
し
な
か

写真６ C10北東角で確認される漆喰の床の基礎

二
〇
〇
九
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡（
イ
ス
ラ
エ
ル
）に
お
け
る
発
掘
調
査

一
〇
五
（
一
〇
五
）
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図
9�

1
H
地
区
漆
喰
の
床
上
層
の
土
器（

L536）

備
考

焼
成

良
好
良
好
良
好

良
好

良
好
良
好
良
好
良
好
良
好

粒
子

2�
10m

m
大
の
白
色
粒
子

2�
3m

m
大
の
白
色
・
黒
色
粒
子

2�
3m

m
大
の
白
色
・
黒
色
粒
子

少
量
の
白
色
・
黒
色
微
粒
子

白
色
・
黒
色
粒
子
、
少
量
の
小
石

少
量
の
白
色
微
細
粒
子

微
細
黒
色
粒
子

多
量
の
黒
色
粒
子
、
砂
粒

白
色
・
黒
色
粒
子
、
小
石
（
最
大

7m
m
）

胎
土

混
和
剤
あ
り

や
や
密

や
や
密
、
黒
色
の

核
あ
り

や
や
密
、
黒
色
の

核
あ
り

や
や
密

や
や
密

や
や
密

や
や
密

や
や
密

釉
薬

色
調

断
面

5Y
R
6/4

7.5Y
R
8/3

5Y
R
7/4

5Y
R
7/6

7.5Y
R
7/4

10Y
R
7/4

7.5Y
R
7/7

7.5Y
R
7/4

7.5Y
R
7/4

外
側

5Y
R
7/4

5Y
R
7/4

5Y
R
7/4

5Y
R
7/6

7.5Y
R
7/4

5Y
R
7/4

5Y
R
7/6

7.5Y
R
7/4

7.5Y
R
7/4

内
側

5Y
R
6/4

7.5Y
R
7/4

5Y
R
7/4

5Y
R
7/4

7.5Y
R
7/4

5Y
R
7/4

7.5Y
R
7/4

7.5Y
R
6/4

7.5Y
R
7/4

器
種鉢

貯
蔵
壺

貯
蔵
壺

貯
蔵
壺

貯
蔵
壺

貯
蔵
壺

貯
蔵
壺

貯
蔵
壺

貯
蔵
壺

バ
ス
ケ
ッ
ト

番
号

5098
5075

2
5080

1

5080
3

5075
1

5075
4

5091
1

5075
3

5075
2

ロ
ー
カ
ス

番
号

536
536
536

536

536
536
536
536
536

番
号123456789

図
9�

2
H
地
区
漆
喰
の
床
上
層
の
土
器（

L534
一
部
）

備
考

焼
成

良
好
良
好
良
好
良
好
良
好
良
好

良
好

粒
子

白
色
粒
子

1m
m
程
度
の
小
石

褐
色
粒
子

微
細
な
黒
色
粒
子
、
小
石

黒
色
粒
子

白
色
粒
子

胎
土

黒
色
核（

5B
3/1）

黒
色
核（

N
4/0）

や
や
粗
い

黒
色
核（

5B
3/1）

混
和
剤
を
含
む

や
や
密
、
黒
色
核

Ｉ（
10Y

R
4/9）

普
通

釉
薬

色
調

断
面

5Y
R
7/4

5Y
R
7/6

10Y
R
7/3

7.5Y
R
7/4

7.5Y
R
8/1

7.5Y
R
6/4

7.5Y
R
7/4

外
側

5Y
R
7/4

5Y
R
7/4

7.5Y
R
7/4

7.5Y
R
7/4

7.5Y
R
7/3

7.5Y
R
7/4

5Y
R
7/4

内
側

7.5Y
R
7/4

5Y
R
7/6

7.5Y
R
6/4

7.5Y
R
7/4

7.5Y
R
7/4

7.5Y
R
6/4

7.5Y
R
8/6

器
種

貯
蔵
壺

貯
蔵
壺

貯
蔵
壺

貯
蔵
壺

貯
蔵
壺

貯
蔵
壺

貯
蔵
壺

バ
ス
ケ
ッ
ト

番
号

5065
12

5065�
17

5065
2

5065
11

5065
9

5065
8

5065�
13

ロ
ー
カ
ス

番
号

534
534
534
534
534
534

534

番
号1234567
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イ
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一
〇
七
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っ
た
。
し
か
し
、
上
層
か
ら
出
土
し
た
土
器
か
ら
判
断
す
る
と
、

こ
れ
ら
は
鉄
器
時
代
�
Ａ
期
後
半
（
前
九
世
紀
頃
（
１０
）
）
に
あ
た
る
と

考
え
ら
れ
る
（
図
９
）。

こ
れ
ほ
ど
良
質
の
漆
喰
が
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
敷
き
詰
め
ら
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
が
上
の
町
の
大
き
な
建
物
に
隣
接

す
る
庭
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が

建
物
内
部
の
中
庭
で
あ
っ
た
の
か
外
部
の
庭
で
あ
っ
た
の
か
は
、

こ
の
二
グ
リ
ッ
ド
の
調
査
結
果
の
み
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

第
Ⅲ
層

D
10

の
東
半
分
で
漆
喰
の
床
を
抜
き
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
と

こ
ろ
、
火
で
焼
か
れ
た
赤
茶
色
の
柔
ら
か
い
土
の
層
に
到
達
し
、

二
つ
の
壁
（W

555,W
556

）
と
一
般
に
「
タ
ブ
ン
」
と
呼
ば
れ

る
炉
（L557

）
が
検
出
さ
れ
た
（
図
１０
、
写
真
７
）。

W
555

とW
556

は
角
度
と
し
て
は
一
つ
の
部
屋
を
形
成
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
角
は
ま
だ
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
基
礎

最
下
部
の
レ
ベ
ル
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
壁
が
交
わ

っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
角
に
あ
た
る
部
分
に
炉
（L557

）
が
あ

る
こ
と
に
な
る
。
炉
址
は
上
部
が
丸
く
石
で
囲
ま
れ
た
も
の
で
壁

の
厚
い
頑
丈
な
造
り
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
「
タ
ブ
ン
」

の
中
で
は
か
な
り
上
質
な
炉
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

周
囲
か
ら
は
青
銅
器
片
や
ビ
ー
ズ
、
炭
化
物
も
採
集
さ
れ
た
。
床

に
到
達
す
る
こ
と
は
時
間
の
関
係
上
で
き
な
か
っ
た
が
、
共
伴
す

る
土
器
は
鉄
器
時
代
Ｉ
期
後
半
―
�
Ａ
期
前
半
（
前
一
一
―
一
〇

世
紀
）
の
も
の
で
あ
る
（
図
１１
）。
ま
た
、
採
集
し
た
炭
化
物
を

放
射
性
炭
素
年
代
測
定
法
で
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
紀
元
前
一
一
八

九
〜
一
〇
二
九
年
（
前
一
二
〜
一
一
世
紀
）
と
い
う
暦
年
較
正
年

代
が
得
ら
れ
た
（
１１
）
。
樹
種
は
特
定
で
き
な
か
っ
た
が
、
針
葉
樹
な
の

で
焼
失
し
た
建
材
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
建
材
の
使
用
年

数
等
を
勘
案
す
る
と
、
こ
の
層
の
年
代
は
前
一
一
―
一
〇
世
紀
前

半
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

四
、
結
論

今
回
の
調
査
の
成
果
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
四
点
に
な
る
。

一
、
こ
れ
ま
で
上
の
町
で
は
、
そ
の
東
側
を
南
北
方
向
に
ま
っ
す

ぐ
に
走
る
ケ
ー
ス
メ
ー
ト
式
城
壁
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の

角
は
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
上
の
町
と
下

の
町
の
境
界
部
分
に
東
西
に
走
る
壁
が
出
土
し
た
こ
と
で
、
上

の
町
を
矩
形
に
囲
む
周
壁
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
が
当
時
行
政
的
性
格
を
も

っ
た
戦
略
的
都
市
で
あ
っ
た
可
能
性
が
非
常
に
高
く
な
っ
た
（
１２
）
。
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図１０ D10出土のタブンと壁

写真７ D10で検出されたタブンと壁
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図１１ タブン周辺（L554）出土の土器
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図
11

タ
ブ
ン
周
辺
の
土
器（

L554）

備
考

ヤ
フ
ー
デ
ィ
ヤ
土
器

焼
成

普
通

良
好
普
通
良
好
普
通

普
通
普
通
普
通
良
好
普
通
良
好

良
好
良
好

良
好
良
好

良
好
良
好
良
好
良
好

粒
子

白
色
・
黒
色
粒
子

1�
3m

m
大
の
白
色
粒
子
、
砂
粒

白
色
・
黒
色
粒
子
、
砂
粒

多
量
の
白
色
粒
子
、
最
大

7m
m

の
砂
粒

多
量
の
白
色
粒
子

白
色
粒
子
、
最
大

6m
m
大
砂
粒

白
色
粒
子
、
最
大

6m
m
大
砂
粒

1�
2m

m
白
色
、
褐
色
粒
子

白
色
、
灰
色
粒
子

多
量
の

1m
m
大
白
色
、
黒
褐
色
、

灰
色
粒
子

白
色
、
褐
色
粒
子
、
砂
粒

1�
3m

m
大
の
白
色
粒
子
、
砂
粒

白
色
、
黒
色
粒
子
、
砂
粒

白
色
、
褐
色
粒
子
、
砂
粒

1�
3m

m
大
の
白
色
粒
子

白
色
、
褐
色
、
黒
色
粒
子

白
色
粒
子

白
色
、
黒
色
粒
子

胎
土

密
、

核（
7.5Y

R
5/1）

極
め
て
密

や
や
粗
い

や
や
粗
い

粗
い

や
や
粗
い

粗
い
や
や
粗
い

や
や
粗
い

や
や
粗
い

普
通

粗
い
や
や
粗
い

や
や
粗
い

や
や
密

や
や
粗
い

や
や
粗
い

密や
や
粗
い

釉
薬

内
・
外
側

内
・
外
側

内
側
釉
薬
、

外
側
筆
で
彩
色

内
・
外
側

外
側

色
調

断
面

5Y
R
7/4

10Y
R
8/4

5Y
R
5/2

10Y
R
7/3

10Y
R
7/3

5Y
R
5/3

2.5Y
R
3/1

5Y
R
5/1

5Y
R
5/3

5Y
R
5/4

7.5Y
R
6/3

10Y
R
6/3

5Y
R
7/4

10Y
R
7/3

2.5Y
R
6/6

外
上
端

5Y
R
7/4

5Y
R
5/4

5Y
R
6/4

7.5Y
R
5/3

10Y
R
7/3

外
側

2.5Y
R
5/6

10R
5/6

5Y
R
4/3

5Y
R
6/6

5Y
R
3/2

5Y
R
4/3

2.5Y
R
5/4

5Y
R
4/4

5Y
R
4/3

5Y
R
4/2

5Y
R
6/6

10Y
R
7/3

2.5Y
R
4/8

2.5Y
R
5/6

10Y
R
8/3

5Y
R
5/4

5Y
R
6/6

7.5Y
R
5/4

5Y
R
7/6

内
側

2.5Y
R
5/4

10R
5/6

5Y
R
4/3

10Y
R
7/4

7.5Y
R
4/2

2.5Y
R
5/4

2.5Y
R
4/6

5Y
R
4/4

5Y
R
5/4

5Y
R
4/1

7.5Y
R
6/4

10Y
R
7/3

2.5Y
R
5/6

2.5Y
R
5/6

2.5Y
R
6/6

2.5Y
R
5/4

5Y
R
6/6

10Y
R
4/1

10Y
R
7/4

器
種鉢鉢

調
理
鍋

調
理
鍋

調
理
鍋

調
理
鍋

調
理
鍋

調
理
鍋

調
理
鍋

調
理
鍋

貯
蔵
壺

水
差
し

水
差
し

水
差
し

水
差
し

水
差
し

水
差
し

水
差
し
鉢

バ
ス
ケ
ッ
ト

番
号
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10
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6
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2
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9
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5
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4
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3
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4
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3
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1
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1

5115
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8

5118
12

5118
11

5118
5/6
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1/2
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ー
カ
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番
号
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554
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554
554
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554

554
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こ
れ
と
同
様
の
矩
形
の
行
政
区
は
、
北
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
の
首

都
サ
マ
リ
ア
、
離
宮
イ
ズ
レ
エ
ル
、
南
ユ
ダ
の
離
宮
ラ
マ
ト
・

ラ
ヘ
ル
な
ど
で
知
ら
れ
る
他
、
新
ア
ッ
シ
リ
ア
や
新
ヒ
ッ
タ
イ

ト
都
市
の
宮
殿
建
築
に
も
見
ら
れ
る
（
杉
本
二
〇
〇
九
ｂ
参

照
）。

二
、
上
の
町
を
囲
む
壁
の
構
造
が
詳
細
に
確
認
さ
れ
た
。
残
存
状

況
も
良
く
、
珍
し
い
例
で
あ
り
、
今
後
こ
う
し
た
壁
の
工
法
の

研
究
等
に
有
意
義
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
上
の
町
の
も
っ
と
も
高
い
地
点
（
Ｈ
地
区
）
で
は
、
炉
を
持

つ
建
物
と
漆
喰
敷
き
の
床
を
持
つ
庭
と
い
う
、
全
く
異
な
る
性

格
の
二
つ
の
遺
構
が
鉄
器
時
代
に
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
年
代
は
、
土
器
か
ら
紀
元
前
一
一
―
一
〇
世
紀
頃

と
紀
元
前
九
世
紀
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
放
射
性
炭
素
年
代
か
ら

も
下
の
層
（
炉
址
）
の
年
代
は
紀
元
前
一
一
―
一
〇
世
紀
と
推

定
さ
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
時
代
の
間
に
都
市
計
画

や
都
市
の
住
民
が
大
き
く
変
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
、
エ
ン
・

ゲ
ヴ
の
成
立
期
の
歴
史
解
明
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら

れ
る
。
聖
書
は
ダ
ビ
デ
時
代
（
前
一
〇
世
紀
）
に
こ
の
地
方
に

ゲ
シ
ュ
ル
王
国
が
存
在
し
、
そ
の
後
前
九
世
紀
に
は
ア
ラ
ム
・

ダ
マ
ス
カ
ス
と
の
戦
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
と
関
係
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

現
状
で
は
ま
だ
調
査
範
囲
も
狭
い
の
で
判
断
は
保
留
し
た
い
。

四
、
Ｇ
地
区M

18

と
Ｈ
地
区
で
は
、
二
〇
〇
四
年
ま
で
に
判
明

し
て
い
た
以
上
に
堅
固
な
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
遺
構
が
発
掘
さ

れ
、
複
数
の
層
位
が
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
お
そ
ら

く
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
エ
ン
・
ゲ
ヴ
で
は
、
少
な
く
と
も
上
の

町
の
全
体
に
居
住
が
広
ま
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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A
ncient

N
ear

E
ast,N

ew
Y
ork,1281

�1294.
D
othan

,
M

.
1975

“A
phek

on
the

Israel-A
ram

B
order

and
A
phek

of
the

A
m
orite

B
order,”

E
retz-Israel

12,
63

�65

（H
e-

brew

）.
H
err,

R
.
1988

“T
ripartite

Pillared
B
uildings

and
the

M
arket

Place
in

Iron
A
ge

Israel,”
B
A
SO

R
272,47

�67
K
ochavi,M

.1989
“T

he
Land

of
G
eshur

Project:R
egional

A
r-

chaeology
of

the
Southern

G
olan

（1987

�1988
Seasons

）,”Is-
rael

E
xploration

Journal
39,1

�17.
K
ochavi,

M
.
1991

“T
he

Land
of

G
eshur

Project
1989

�1990.
N
otes

and
N
ew

s,”
Israel

E
xploration

Journal
41,180

�184.
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）



K
ochavi,M

.1992
“R

ediscovered!T
he

Land
of

G
eshur,”

B
ibli-

cal
A
rchaeology

R
eview

18

�4,30

�44,84.
K
ochavi,

M
.
1993

“T
he

Land
of

G
eshur

Project,
1992,”

Israel
E
xploration

Journal
43,185

�190.
K
ochavi,

M
.
1994

“T
he

Land
of

G
eshur

Project,
1993,”

Israel
E
xploration

Journal
44,136

�141.
M
azar,A

.2005
“T

he
D
ebate

over
the

C
hronology

of
the

Iron
A
ge

in
the

Southern
Levant,”

in
T
.E

.Levy,
and

T
.
H
igham

（eds.

）T
he

B
ible

and
R
adiocarbon

D
ating,

London
:E

qui-
nox,15

�30.
M
azar,

B
.,

B
iran

,
A
.,

D
othan

,
M

.
and

D
unayevski,

I.
1964

“E
in

G
ev

E
xcavations

in
1961,”

Israel
E
xploration

Journal
14,1

�33.

桑
原
久
男

二
〇
〇
九
「
防
御
施
設
」
月
本
昭
男
、
長
谷
川
修
一
、

小
野
塚
拓
造
（
編
）『
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
―
―
発
掘
成
果
報
告
一
九

九
八
―
二
〇
〇
四
』、
一
三
―
二
〇
頁
。

杉
本
智
俊

二
〇
〇
五
「
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
（
イ
ス
ラ
エ
ル
）
の
成

立
年
代
」『
オ
リ
エ
ン
ト
』
四
八
―
二
号
、
一
―
二
七
頁
。

杉
本
智
俊

二
〇
〇
八
『
図
説
聖
書
考
古
学

旧
約
篇
』
河
出
書
房

新
社
。

杉
本
智
俊

二
〇
〇
九
ａ
「
鉄
器
時
代
の
土
器
」
月
本
昭
男
他

（
編
）『
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
―
―
発
掘
成
果
報
告
一
九
九
八
―
二
〇
〇

四
』、
二
九
―
九
〇
頁
。

杉
本
智
俊

二
〇
〇
九
ｂ
「
ゲ
シ
ュ
ル
地
方
と
新
ヒ
ッ
タ
イ
ト
文

化
」
月
本
昭
男
他
（
編
）『
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
―
―
発
掘
成
果
報
告

一
九
九
八
―
二
〇
〇
四
』、
一
九
五
―
二
三
八
頁
。

月
本
昭
男
、
長
谷
川
修
一
、
小
野
塚
拓
造
（
編
）
二
〇
〇
九
『
エ
ン
・

ゲ
ヴ
遺
跡
―
―
発
掘
成
果
報
告
一
九
九
八
―
二
〇
〇
四
』
リ
ト
ン
。

長
谷
川
修
一

二
〇
〇
九
「
ア
フ
ェ
ク
（
列
王
記
上
二
〇
章
、
下
一

三
章
）
と
エ
ン
・
ゲ
ヴ
の
同
定
」
月
本
昭
男
他
（
編
）『
エ
ン
・
ゲ

ヴ
遺
跡
―
―
発
掘
成
果
報
告

一
九
九
八
―
二
〇
〇
四
』、
一
八
三

―
一
九
四
頁
。

山
内
紀
嗣

二
〇
〇
九
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
遺
構
」
月
本
昭
男
他

（
編
）『
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
―
―
発
掘
成
果
報
告

一
九
九
八
―
二
〇

〇
四
』、
一
一
一
―
一
一
八
頁
。

註（
１
）
町
を
囲
む
周
壁
の
厳
密
な
位
置
は
ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
正
確
な
面
積
は
現
状
で
は
把
握
で
き
な
い
。

（
２
）

D
othan

（1975,
64

）,K
ochavi

（1991,
181

;1992,
44

）
参

照
。
長
谷
川
（
二
〇
〇
九
）
は
、
別
の
可
能
性
を
主
張
し
て
い
る

が
、
積
極
的
な
証
拠
を
示
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
な
い
。

（
３
）
列
柱
式
建
物
の
機
能
に
つ
い
て
は
、H

err
1988

の
議
論
と
参

考
文
献
を
参
照
。
エ
ン
・
ゲ
ヴ
の
建
物
の
年
代
決
定
に
関
し
て
は

杉
本
（
二
〇
〇
五
）
参
照
。

（
４
）
マ
ザ
ー
ル
ら
の
調
査
の
層
位
と
日
本
の
合
同
調
査
の
層
位
の
照

合
に
つ
い
て
も
、
ま
だ
十
分
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

（
５
）
一
グ
リ
ッ
ド
は
五
メ
ー
ト
ル
×
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
た
だ
し

周
囲
に
五
〇
セ
ン
チ
ず
つ
畔
を
残
し
て
調
査
を
行
う
た
め
、
実
際

の
発
掘
面
積
は
四
メ
ー
ト
ル
×
四
メ
ー
ト
ル
と
な
る
。

（
６
）
発
掘
調
査
に
お
い
て
出
土
し
た
遺
構
は
、
遺
構
の
単
位
ご
と
に

ロ
ー
カ
ス
（Locus

）
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ロ
ー
カ
ス
番

二
〇
〇
九
年
度
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡（
イ
ス
ラ
エ
ル
）に
お
け
る
発
掘
調
査

一
一
三
（
一
一
三
）



号
が
つ
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
複
数
の
壁
で
囲
ま
れ
た
建
築
の
場

合
、
そ
の
内
部
に
一
つ
の
ロ
ー
カ
ス
が
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を
形
成

す
る
各
壁
に
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ロ
ー
カ
ス
が
付
さ
れ
る
。
本
文

中
に
お
い
て
ロ
ー
カ
ス
は
「
Ｌ
＋
３
桁
の
数
字
」
で
示
し
た
。
た

だ
し
、
石
組
み
の
壁
の
場
合
に
はW

all

の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
Ｗ

＋
３
桁
」
の
数
字
で
示
し
た
。

（
７
）
発
掘
当
初
こ
の
レ
ン
ガ
壁
の
幅
は
正
確
に
と
ら
え
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
北
側
は
一
五
セ
ン
チ
ほ
ど
掘
り
抜
い
て
し
ま
っ
た
が
、

そ
の
基
礎
か
ら
や
は
り
南
側
同
様
の
石
積
み
の
基
礎
部
が
検
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
基
礎
部
の
北
端
の
上
層
で
も
壁
に
沿
っ
た
漆
喰

の
線
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
壁
は
南
北
両
側
が
漆
喰
で

覆
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

（
８
）
こ
れ
ま
で
に
判
明
し
て
い
る
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
の
遺
構
に
関
し

て
は
山
内
（
二
〇
〇
九
、
一
一
一
―
一
一
八
）
参
照
。

（
９
）
た
だ
し
、W

505

とW
508

は
直
線
上
に
あ
る
た
め
、
元
来
一

つ
の
壁
と
し
て
あ
っ
た
も
の
が
後
の
時
代
の
塔
に
よ
っ
て
破
壊
さ

れ
、W

505

が
再
使
用
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。

（
１０
）
土
器
編
年
に
関
し
て
は
、
Ａ
・
マ
ザ
ー
ル
の
Ｍ
Ｃ
Ｃ
「
改
訂
伝

統
的
編
年
」（A

.M
azar

2005

）
に
基
づ
い
て
い
る
。

（
１１
）
測
定
は
パ
リ
ノ
・
サ
ー
ヴ
ェ
イ
株
式
会
社
が
行
な
っ
た
。
測
定

に
は14C

�AM
S

専
用
装
置
（N

E
C

Pelletron
9SD

H

�2

）
を
使

用
し
てA

M
S

測
定
法
を
用
い
た
。
放
射
性
炭
素
の
半
減
期
に
は

Libby

の
半
減
期5568

年
を
使
用
し
、
暦
年
較
正
に
はR

adiocar-
bon

C
alibration

Program
R
ev

5.02

（C
opyright

1986

�2005,
Stuiver,M

.and
R
eim

er
P.J.

）
を
用
い
た
。
今
回
の
暦
年
較
正

年
代
は
測
定
資
料
か
ら
得
ら
れ
た
補
正
年
代2910±

30B
P

を
基

に
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
１２
）
こ
の
種
の
周
壁
を
造
る
た
め
に
は
大
規
模
な
造
成
工
事
を
必
要

と
し
、
莫
大
な
経
費
と
労
力
が
か
か
る
の
で
、
綿
密
に
考
え
ら
れ

た
都
市
計
画
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

史
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